
みなさんの暮らしと
つながっています。

はまだ
議会だより
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9
今回はこれがポイント!

令和５年度決算を慎重に審議! 試行として議会による事務事業評価を実施
９月定例会議では、市長提出議案23件と議会提出議案２件、請願３件について審議しました。
市長提案の財産の無償譲渡は、旧消防ポンプ車庫建物を地域住民が使用する町内会の備品などの保管倉庫
に使用するもの。訴えの提起は、旭温泉水有効活用起業支援事業補助金を交付した相手方の不法行為によ
り、市に損害が生じた件について、訴えを提起するものです。 
令和６年度一般会計補正予算（第３号）では、令和６年10月からの児童手当制度の拡充に伴う予算に7,036
万円、国事業を活用した観光地・観光産業の再生・高付加価値化に係る予算に１億3,282万８千円が計上
されました。 　
９月定例会議は予算決算委員会において、前年度の各事業の決算審査を行い、併せて試行ではありますが、

「議会による事務事業評価」を行いました。この評価の目的は、市政（事業）に対する議会としての監視機
能を強化し、決算審査の充実を図ることとしており、本格導入は今後特別委員会で検討します。
決算認定についての詳細は４、５ページをご覧ください。

トピックス

ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
塩
を
学
校
給
食
へ
の

請
願
を
採
択

問
ミ
ネ
ラ
ル
と
は
何
で

す
か
？

答
五
大
栄
養
素
の
一
つ

で
他
に
糖
質
・
タ
ン

パ
ク
質
・
脂
質
・
ビ
タ
ミ
ン

類
が
あ
り
ま
す
。
生
体
内
反

応
に
必
須
な
も
の
と
し
て
16

種
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
中
の

カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
鉄
・
亜
鉛
・

銅
な
ど
12
種
は
健
康
増
進
法

で
男
女
別
・
年
代
別
に
摂
取

推
奨
基
準
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
足
す
る
と
貧

血
、
イ
ラ
イ
ラ
、
脱
力
感
、

高
血
圧
、
皮
膚
炎
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
と
な
る
の
で

日
頃
か
ら
過
不
足
な
く
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と

で
す
。

問
精
製
塩
に
ミ
ネ
ラ
ル

は
ど
の
く
ら
い
含
ま

れ
ま
す
か
？

答
昭
和
46
年
ま
で
の
多

く
は
入
浜
式
塩
田
法

で
製
塩
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

電
気
の
力
を
利
用
し
た
イ
オ

ン
交
換
膜
法
の
登
場
に
よ
り

高
純
度
の
食
塩
が
効
率
的
か

請
願
第
11
号
は
、
学
校
給

食
に
精
製
塩
で
は
な
く
、

成
長
に
必
須
な
ミ
ネ
ラ
ル

の
多
い
自
然
塩
の
使
用
を

求
め
る
内
容
で
す
。

６
月
定
例
会
議
に
お
け
る

総
務
文
教
委
員
会
で
の
審

査
で
、
賛
成
多
数
で
本
会

議
に
上
程
さ
れ
ま
し
た

が
、
審
議
が
不
十
分
の
た

め
再
付
託
し
継
続
審
査
す

べ
き
と
の
動
議
が
可
決
さ

れ
、
引
き
続
き
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
海
外
産
で

も
よ
い
の
で
成
長
に
大
切

な
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
ま

れ
て
い
る
塩
を
学
校
給
食

に
」
と
の
願
意
を
再
確
認

し
、
慎
重
に
審
議
し
「
健

康
に
良
い
も
の
を
」
と
の

願
意
に
は
賛
同
で
き
る
委

員
が
多
数
で
、
採
択
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
し
て
本
会

議
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
反
対
と
賛
成

両
方
の
討
論
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

つ
安
価
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
塩
が
精
製
塩
と
呼

ば
れ
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
含

有
量
が
99
・
5
％
で
カ
リ
ウ

ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
極
少

量
で
す
。

問
ど
の
よ
う
な
反
対
意

見
が
あ
り
ま
し
た

か
？答

塩
を
替
え
て
も
ミ
ネ

ラ
ル
摂
取
の
効
果
は

限
定
的
で
あ
る
。
ま
た
、
自

然
塩
の
安
全
性
や
塩
購
入
に

係
わ
る
給
食
費
会
計
へ
の
圧

迫
や
費
用
負
担
増
の
懸
念
が

あ
る
な
ど
の
反
対
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

問
浜
田
市
の
学
校
給
食

で
は
ど
の
よ
う
な
塩

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

答
現
在
、
公
益
財
団
法

人
塩
事
業
セ
ン
タ
ー

の
塩
（「
食
塩
」
塩
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
含
有
量
99
％
以

上
）
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
焼
き
魚
の
振
り
塩

な
ど
一
部
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

地
元
産
の
藻
塩
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
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トピックス

地
方
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
、

介
護
報
酬
の
見
直
し
を

「
訪
問
介
護
事
業
の
基
本
報
酬
引

き
下
げ
の
見
直
し
と
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
持
続
的
な
訪
問
介
護

事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
改
善
を
求

め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
末
に
浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
が
行
っ
た
「
訪
問
介
護
に
お
け

る
実
態
調
査
」
の
結
果
で
は
、
３

分
の
２
の
訪
問
介
護
事
業
所
が
、

訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
改
定

に
よ
る
影
響
が
あ
る
と
の
回
答
で

し
た
。
福
祉
医
療
機
構
の
調
査
で

は
、
全
国
の
訪
問
介
護
事
業
者
の

４
割
が
赤
字
で
、
特
に
僻
地
で
の

経
営
が
厳
し
い
と
あ
り
ま
す
。
介

護
職
員
不
足
は
浜
田
市
内
で
も
深

刻
化
し
て
お
り
、
思
う
よ
う
な
経

営
が
で
き
て
い
な
い
事
業
者
が
多

い
と
い
う
状
況
の
改
善
が
必
要
と

し
て
、
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

問
令
和
６
年
に
介
護
報
酬

は
ど
の
よ
う
な
改
定
が

あ
っ
た
の
で
す
か
？

答
訪
問
介
護
は
収
益
率
が

高
い
と
の
理
由
か
ら
基

本
報
酬
が
引
き
下
げ
と
な
り
ま

し
た
。
一
本
化
さ
れ
る
介
護
職

員
等
処
遇
改
善
加
算
な
ど
で
、
全

体
で
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
経
営

努
力
を
求
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、

加
算
な
し
で
は
営
業
が
成
り
立
た

な
い
改
正
内
容
に
疑
問
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域
の
状
況
や

運
営
方
法
が
異
な
る
た
め
、
特
に

中
山
間
地
域
の
営
業
所
に
は
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

問
意
見
書
は
ど
ん
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

答
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

持
続
的
な
介
護
保
険
事
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
訪
問
介
護
事

業
の
基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
全

体
に
お
い
て
国
庫
負
担
率
割
合
の

引
き
上
げ
に
よ
る
財
源
確
保
に
よ
っ

て
、
介
護
事
業
関
係
者
の
大
幅
な

処
遇
改
善
が
図
ら
れ
、
介
護
人
材

の
確
保
に
も
つ
な
が
る
よ
う
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
・
利
用
者
共
に
不
安
が

生
ま
れ
な
い
よ
う
実
情
を
訴
え
て

い
き
ま
す
。

９月定例会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりです。
各議員の賛否や、請願、陳情審査結果、討論などの詳細は、
市議会ホームページをご覧ください。

議案等の

賛否の公開
令和６年９月　●定例会議●　市長提出議案23件　議会提出議案２件
議案番号等 議　案　名　等 賛成 反対

請願第８号 郷土資料館の建設場所検討に
関する請願について ８ 12 肥後、村木、三浦、川上、柳楽、上野、永見、

佐々木、田畑、西田、川神、牛尾

請願第11号 学校給食の自然塩（天然塩）使用の
請願について 12 ８ 村木、三浦、沖田、川上、柳楽、永見、佐々木、

川神

請願・陳情について審査しました 請願３件 陳情２件

請願の内容 提出者 結果
郷土資料館の建設場所検討に関する請願
について

國分　俊幸
三浦　英俊 不採択

学校給食の自然塩（天然塩）使用の請願
について

コドモミライいわみ浜田
代表　宮田　麗子 採択

訪問介護の基本報酬引き下げ撤回等と、
介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める意見書の提出について

島根県自治体労働組合総連合
執行委員長　塩冶　隆彦

しまね介護福祉ユニオンBONDS
執行委員長　石田　忍

採択
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９
月
は
決
算
議
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

前
年
度
の
決
算
を
審
査
し
、

認
定
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
す
。

令
和
５
年
度
の
お
金
の
使
い
方
を

議
会
が

厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
議
で
令
和
５
年
度
浜
田
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

決
算
審
査
は
、
予
算
（
前
年
度
の
決
算
審
査
の

内
容
や
附
帯
決
議
が
生
か
さ
れ
組
み
立
て
ら
れ

た
予
算
案
を
審
査
し
認
め
た
も
の
）が
ど
の
よ
う

に
執
行
さ
れ
、
無
駄
な
く
有
効
に
政
策
実
現
が

な
さ
れ
た
か
を
、
議
員
が
決
算
資
料
を
読
み
込
み
、

質
疑
・
確
認
・
審
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
附
帯

決
議
を
行
い
ま
す
。

図
の
よ
う
に
、
決
算
審
査
は
、
予
算
審
査
と
連

動
さ
せ
、
よ
り
よ
い
政
策
実
現
を
支
え
る
シ
ス

テ
ム
の
役
割
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
生
か
す
た
め
、
各
議
員
は
質
問
・
質
疑

を
重
ね
る
こ
と
で
審
査
し
ま
す
。
今
回
は
、

２
５
３
の
質
疑
の
通
告
が
あ
り
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

決
算
認
定
議
案
を
全
会
一
致
で
認
定
し
た
後
、

事
務
事
業
評
価
の
試
行
を
踏
ま
え
て
以
下
の
附

帯
決
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

※
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
15
ペ
ー
ジ
の
委

員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

附
帯
決
議
（
概
要
を
掲
載
）

●
認
定
第
１
号　
令
和
５
年
度

浜
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

⑴
事
業
名
と
事
業
内
容
に
乖
離

の
あ
る
事
業
が
見
受
け
ら
れ

る
。
現
状
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
事
業
目
標
を
設
定

し
、
事
業
の
内
容
を
的
確
に

捉
え
た
事
業
名
と
な
る
よ
う

見
直
し
を
さ
れ
た
い
。

⑵
「
事
業
構
築
を
行
う
上
で
の

目
標
設
定
の
徹
底
に
つ
い
て

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
」

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、

事
業
の
正
確
な
現
状
把
握
に

努
め
、
さ
ら
な
る
精
査
を
行

い
、
設
定
し
た
目
標
の
達
成

を
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
事
業
内
容
に
類
似
点

が
見
受
け
ら
れ
る
事
業
が
散

見
さ
れ
る
た
め
、
類
似
事
業

を
整
理
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
執
行
を
さ
れ
た

い
。

check! check! check!

問 利用者数は想定と比べて
どうだったのか？

答 令和５年度７月末からの
運営開始、８カ月間の想

定利用者は交流スペース延べ約
5,600人、セミナースペース約
2,000人を見込んでいたところ
交流スペース6,342人、セミナー
スペース2,411人の利用があっ
た。大きな要因として市内の人
が集まる立地条件が良いことが
要因であると考える。

問 年代別の利用者の割合は？

答 高 校 生50.9 ％、 大 学 生
27.5％、社会人17.7％、

シニア層3.9％となっている。

問 初年度実績を踏まえた活
用策は？

答 初年度は知って利用して
もらうことに重点を置き

ながら浜田商工会議所、はまだ
協働学舎ファンタス、浜田市が
協議を重ね新たなネットワーク
づくりの構築を行うイベントを
企画し令和６年度から年５回、
市内で働く若い人を中心とした

「はまキャリラボ！」を行ってい
る。今後も市内の若者の拠点と
なるように有効活用していく。

□ まちなか交流プラザ運営事業

若い世代が集いつながる場づくりを

問 自主防災組織の組織、未
組織の町内数、人口は？

答 自主防災組織の組織率は
79.3％、世帯数計算で約

１万９千世帯が設立され367町
内となり、人口は約３万７千人
である。未組織の町内は237で、
その世帯数は約７千世帯、人口
は約１万３千人である。

問 組織化の見通しをどのよ
うに持っているか？

答 令和５年度は８組織が設
立され、令和６年度は３

組織が設立。現在いくつかの町
内で設立の検討がされているの
で、さらに１組織３町内で設立

される見込みである。今後とも
地域での説明を行い、組織化補
助金などを紹介し組織化を促進
したい。

問 防災士の数、防災士の配
置組織数、今後の養成の

考えは？

答 防災士は、自主防災組織
105組 織 中、367町 内、

16組織に19人が所属している。
１組織１人以上の所属を目指し、
毎年10人分、令和６年度は20人
分の防災士講習会の受講料およ
び登録料を補助している。今後
とも養成に努めたい。

□ 防災まちづくり推進事業

自主防災組織の促進で安全安心を

予算・決算の流れ

議会

［歳入］　
•市債など
•附帯意見

［歳出］
•不用額、補助金効果
•施策の効果、財産運営  などをチェック

•歳入歳出の適否
•支出全体、施策の適否
•決算審査の反映  などをチェック

相乗効果

連　　動

決算書 予算可決

附帯意見・附帯決議
決算認定 予算書予　算

執　行

決算審査 予算審査
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問 ７事業のうち、収益性向
上支援業の内容は？

答 収益向上のため３果樹（大
粒ぶどう・赤梨・西条柿）

や組み合わせ作物の生産に必要
な機械の整備などの導入に関わ
る経費として支援している。

問 収益性向上支援業の効果
は？

答 ３果樹については、生産
者の高齢化などで収穫作

業が困難になるケースが多い中で、
産出額は令和２年度に対し１億
7,300万円と500万円増加した。

問 浜田市はオーガニックビ
レッジ宣言をしている。支

援対象に有機農業の追加は？

答 令和６年度から追加して
振興作物としている。

問 もうかる農業を目指すた
めには、冷蔵保管による

出荷調整で価格安定を図ること
や加工によって付加価値を高め
る産地化を図る必要があると思
うが？

答 農業生産者の他に加工に
関わる方も検討したい。

問 同種事業が他にもあるが？

答 この事業は市の単独事業。
他にも県や国の予算の事

業があり、事業を合わせること
は効率化の面で検討してみる。

□ 担い手等育成支援事業

もうかる農業を目指して

問 県外公演における目標の
達成度は？

答 江戸三大祭り富岡八幡宮
での公演、大阪御堂筋ラ

ンウェイ、東京銀座ファッショ
ンショー、京都八坂神社での公
演など９件の県外公演を行った。
特に、公演においては、世界的
有名なファッションモデルとの
共演は、かなり宣伝効果があった。
効果の一つとして、夜神楽公演
来館者が対前年度169％となっ
た。

問 この事業の目的は？

答 観光の誘客に力を入れて
いる。そして、経済が回

る仕組みを構築することが目的
である。

問 パンフレットの内容にど
の程度関わった？

答 今までと志向を変えた。
石見神楽を作り出した浜

田をテーマに歴史と背景。受け
継がれる伝統、物づくりの文化
をモチーフとした。

□ 石見神楽振興事業

石見神楽の認知度向上で交流人口のアップ

問 この生活道路整備は道路
をどのように整備するの

か？

答 地域の生活道路について、
全線改良するのでなく部

分拡幅や待避所の設置を行うな
ど道路を安全に通れるようにし
ていく。工事期間も短く効果が
早く出る事業となる。

問 効果をどのように捉えて
いるか？

答 昨年は、突角・待避所の
工事をしており、住民の

方が非常に通りやすくなったと
喜んでおられる声を聞いている。

問 この事業の課題は何か？

答 この事業に関してだけで
はないと思うが、近年労

務費や施工費が高騰しており事
業費の確保が課題となる。

□ 生活道路整備事業

安全安心な生活道路の整備を

問 人口減少によって使用料
収入は減っています。決

算から見えてきた課題を踏まえ
て、今後事業にどのように取組
むのか？

答 収入を増加させるために
は、現在整備を進めてい

る浜田処理区が非常に重要になっ
てくる。公共施設はもちろんの
こと、対象地域の方々に早期の
接続をお願いしていく。接続の
支援も考えていく。また、施設
維持管理の効率化にも努めて経

営の安定化に努める。

問 浜田市の下水道の普及率
は他自治体に比べて低い

が、どのような考え方で、環境
整備を進めるのか？

答 浜田処理整備事業の対象
地域は、商業施設が多く

ある。用途変更などの際にはハー
ド整備に大きな負担も生じるた
め、同エリアは下水道整備を進め、
地域の実情に応じて、合併浄化
層も活用しながら汚水処理を進
めていく。

□ 公共下水道事業

下水道事業の経営安定化を

問 パンフレットの配布が医
師確保につながったのか？

答 医師確保は大目標。実際
には診療所と学生をつな

ぐ事業である意味合いが強い。診
療所にいる総合診療医が学生な
どとコミュニケーションを取る
ためのツールを整備したイメージ。

問 執行率低調の理由が周知
が行き届かなかったとあ

るが、その理由は？

答 補助事業の内容の周知が
弱かった。学会へのエン

トリーも少なかった。

問 総合診療医の獲得がゴー
ル。医師確保事業という

名称が誤解を与えないか？

答 今後、見直しを検討する。

問 本市出身の著名な医師な
どに協力を得ることはで

きないか？

答 医師の偏在や診療科の不
足に対し、共感してくれ

る医師を見つけ協力を仰げるよ
う努力する。

□ 医師確保対策事業

地域医療を支える総合診療医確保へ

問 委託事業者の公募に対し
て、当初の提案書の提出

が０件となった理由は？

答 一者から参加表明書の提出
はあったが、人員不足で体

制が組めないことから辞退された。

問 選定の遅れによる計画策
定への影響は？

答 かなりタイトなスケジュー
ルとなるが、今年度中の

策定に向け、影響が出ないよう
計画的に進める。

問 国は子ども計画策定を努
力義務としているが、今

回の計画に盛り込むのか？

答 計画としては浜田市子ど
も計画として策定し、そ

の中に子ども・子育て支援計画
が含まれるイメージとなる。

□ 子ども・子育て支援事業計画策定事業

計画策定事業者選定の遅れによる影響は？

問 見守りしながら買い物支
援もするという大切な事

業だが、事業者の採算性は取れ
ているのか？

答 個別販売が70円、集合販
売が35円を補助している。

採算性は厳しい事業だと認識し
ている。ガソリンの高騰や物価
高があるので、今後検討してい
きたい。

問 必要な方に届いているの
か？どのような周知をし

ているのか？

答 地区まちづくり推進委員
会と事業者が協定を結ん

でいる。まちづくり推進委員会
からの情報提供で必要な方へ届
いていると考えている。

問 課題と今後の対応は？

答 中山間基金を使っている
ため今後の予算の確保と

採算性と人材確保が難しいので
事業者の新規参入が増えないの
が課題である。できる限り支援
していきたいと考えるが他の交
通支援と併せて検討したい。

□ 見守り移動販売支援事業

地域の受け入れ体制整備と予算の拡充を
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

18人が
個人一般
質問

布施 賢司

すべての人に健康と福祉を

保育士不足対策の取組を！

介護職人材確保に外国人人材の積極的雇用を

Q
浜
田
市
の
保
育
施
設
に
お

い
て
保
育
士
が
不
足
し
て
い

る
。
そ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
？

A
国
の
配
置
基
準
は
満
た
し

て
い
る
が
、
余
裕
を
持
っ
た

保
育
を
す
る
た
め
に
保
育
士

が
不
足
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

Q
保
育
士
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
紹
介
料
を
支
払
っ

て
も
保
育
士
人
材
紹
介
会
社

を
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
。

保
育
士
不
足
は
浜
田
市
の
子

ど
も
の
成
長
、
親
の
仕
事
に

も
大
き
く
関
わ
る
。
市
と
し

て
も
本
気
で
対
策
に
取
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
？

A
保
育
士
不
足
は
重
要
な
課

題
だ
と
考
え
る
。
今
後
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
組
む
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
若
い
世
代
が
住
み
た
い
と
思

う
環
境
、
施
設
の
考
え
方

・
移
住
定
住
の
推
進

Q
介
護
施
設
で
は
募
集
し
て

も
人
材
確
保
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
本
市
が

行
う
べ
き
福
祉
人
材
確
保
・

育
成
の
支
援
策
は
。

A
新
規
雇
用
者
に
対
す
る
就

職
準
備
金
の
支
給
や
研
修
費

用
の
補
助
、
事
業
所
が
求
人

活
動
に
要
す
る
経
費
の
補
助

を
行
う
介
護
人
材
確
保
・
定

着
対
策
事
業
補
助
金
が
あ
る
。

Q
支
援
策
は
あ
る
が
、
依
然

と
し
て
人
材
が
集
ま
ら
ず
、

現
場
は
疲
弊
し
困
っ
て
い
る
。

特
定
技
能
制
度
を
使
っ
て
外

国
人
人
材
を
積
極
的
に
雇
用

す
る
対
応
策
が
必
要
で
は
。

A
外
国
人
雇
用
施
設
で
の
評

価
は
大
変
良
い
が
、
初
期
費

用
、
技
能
実
習
制
度
で
継
続

的
な
雇
用
に
つ
な
が
ら
な
い

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
現
場

の
声
を
聞
い
て
対
応
策
を
検

討
し
た
い
。

村武 まゆみ

肥後 孝俊

質の高い教育をみんなに

学校施設遮熱化への道のり
Q
小
中
学
校
の
特
別
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
は
。

A
今
年
度
か
ら
３
カ
年
か
け

て
、
ま
ず
音
楽
室
を
中
心
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
く
。

Q
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
は
。

A
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
設
置
が
進
ん
で
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
本
市
が
遅
れ

て
い
る
原
因
は
。

A
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、

東
京
都
以
外
の
多
く
の
自
治

体
で
は
進
ん
で
い
な
い
。
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
国
の
補

助
拡
充
な
ど
に
も
注
視
し
な

が
ら
、
対
応
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
各
学

校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
優
先
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の

果
樹
伐
採
補
助
制
度
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岡本 正友

安全な水とトイレを世界中に

老朽化した水道管の耐震化の推進は？
Q
能
登
半
島
地
震
で
は
老
朽

化
し
た
水
道
管
へ
の
甚
大
な

被
害
に
よ
る
長
時
間
断
水
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
耐
震

化
の
更
新
速
度
を
速
め
る
対

策
が
必
要
で
は
。

A
耐
震
化
・
更
新
計
画
に
基

づ
き
基
幹
管
路
を
中
心
に
18
・

2
％
と
耐
震
化
率
を
改
善
。

更
新
速
度
を
速
め
る
必
要
性

は
認
識
す
る
一
方
で
利
用
者

（
市
民
）負
担
な
ど
が
課
題
。

Q
現
状
の
進
捗
で
は
震
災
へ

の
備
え
は
不
十
分
で
あ
る
。

人
口
減
少
か
ら
収
益
も
右
肩

下
が
り
の
状
況
を
踏
ま
え
利

用
者
負
担
だ
け
で
財
源
確
保

は
疑
問
。
防
災
上
か
ら
の
政

策
判
断
で
一
般
財
源
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
必
要
で
は
。

A
多
額
な
一
般
財
源
か
ら
の

繰
り
入
れ
と
な
る
こ
と
か
ら

難
し
い
。
現
状
の
計
画
を
進

め
な
が
ら
国
の
補
助
事
業
に

期
待
す
る
。

柳楽 真智子

ジェンダー平等を実現しよう

防災・減災対策に女性の参画推進を
Q
防
災
・
減
災
対
策
に
女
性

の
視
点
を
生
か
す
た
め
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
へ
の
女
性

参
画
も
必
要
と
考
え
る
が
。

A
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
で

女
性
の
意
見
反
映
は
重
要
で

あ
る
。
女
性
に
配
慮
し
た
避

難
所
な
ど
は
、
結
果
的
に
す

べ
て
の
人
が
過
ご
し
や
す
く

な
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
参

画
は
必
要
と
考
え
る
。

Q
避
難
所
の
受
付
事
務
な
ど

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
た
実
証
実
験
の
結
果
、

入
退
所
手
続
き
が
正
確
に
行

わ
れ
時
間
短
縮
で
き
た
。
活

用
は
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

A
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考

え
て
い
る
。
課
題
は
あ
る
が
、

避
難
所
運
営
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ

の
推
進
は
必
要
で
あ
り
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成

永見 利久

質の高い教育をみんなに

不登校児童生徒への支援は
Q
不
登
校
と
な
る
原
因
は
。

A
意
欲
の
低
下
、
学
業
へ
の

不
安
、
学
校
で
の
人
間
関
係

な
ど
が
あ
る
。

Q
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
山

び
こ
学
級
」の
利
用
状
況
は
。

A
７
月
末
時
点
で
、
小
学
生

２
人
、
中
学
生
５
人
の
入
級

届
が
あ
り
、
１
日
平
均
３・６

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

Q
学
校
復
帰
の
希
望
は
。

A
児
童
生
徒
が
、「
元
気
で
明

る
い
表
情
に
な
っ
た
。
学
校

や
進
路
の
話
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。」
な
ど
、
児
童
生
徒

の
状
況
を
見
な
が
ら
学
校
復

帰
へ
の
誘
い
掛
け
を
す
る
。

Q
「
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」

の
実
施
状
況
は
。

A
子
ど
も
の
「
居
場
所
」と
し

て
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
試

行
的
に
小
学
校
２
校
に
「
校

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
設
置

し
、「
不
登
校
相
談
員
」
を
配

置
し
て
い
る
。

串﨑 利行

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

生ごみを堆肥化へ
Q
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で

暮
ら
し
を
変
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
水
分
を
多

く
含
ん
だ
、
生
ご
み
の
焼
却

は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要

し
、
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を

出
す
た
め
温
暖
化
を
加
速
さ

せ
る
。
ま
ず
、
生
ご
み
を
堆

肥
化
す
れ
ば
肥
料
高
騰
化
の

中
、
農
業
負
担
の
軽
減
に
も

つ
な
が
る
。
環
境
負
担
の
軽

減
、
循
環
型
農
業
を
目
指
す

べ
き
で
は
。

A
生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
の

活
用
に
よ
り
、
燃
や
せ
る
ご

み
が
減
少
し
、
焼
却
に
使
う

化
石
燃
料
の
節
約
に
つ
な
が

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役

立
つ
。
堆
肥
化
を
推
進
す
る

に
は
各
家
庭
に
お
け
る
分
別
、

ご
み
収
集
の
在
り
方
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
施
設

な
ど
課
題
が
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。
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佐々木 豊治

沖田 真治

働きがいも経済成長も

公共工事の計画を中長期的に示せないか

事業の継続・発展を支える仕組みづくり

Q
建
設
業
協
会
の
方
々
と
産

業
建
設
委
員
会
と
の
意
見
交

換
会
の
折
、
特
に
言
わ
れ
た

意
見
の
一
つ
に
、
今
後
の
経

営
へ
の
安
心
の
た
め
「
市
の

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
中
長

期
的
な
計
画
を
示
し
て
ほ
し

い
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

市
が
策
定
し
て
い
る
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
中
の

橋
梁
な
ど
の
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
少
し
先
の

修
繕
計
画
な
ど
は
示
せ
な
い

か
？

A
現
在
、
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
間
の
橋
梁
な
ど
の
修
繕

計
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
が
、
建
設
業
界

の
皆
さ
ん
へ
周
知
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
通

知
し
、
広
く
周
知
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
障
が
い
者
就
労
支
援

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
制
度
の
確
立　
他

Q
市
内
事
業
所
に
お
い
て
技

術
者
の
確
保
は
育
成
に
長
い

年
月
を
要
す
る
こ
と
か
ら
深

刻
な
課
題
で
あ
り
人
材
の
確

保
、
育
成
を
目
的
と
し
た
支

援
策
を
設
け
る
べ
き
で
は
？

A
人
材
の
確
保
は
市
が
ど
こ

ま
で
支
援
す
る
べ
き
か
検
討

の
必
要
が
あ
る
。
育
成
に
つ

い
て
は
「
活
力
あ
る
も
の
・

ひ
と
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
」に
お
い
て
各
種
資
格
、
技

術
の
取
得
な
ど
に
係
る
補
助

の
積
極
的
な
活
用
を
促
す
。

Q
総
合
振
興
計
画
に
お
け
る

起
業
件
数
の
目
標
数
値
に
対

す
る
進
捗
状
況
は
？

A
令
和
５
年
度
ま
で
に
 45
件
。

令
和
６
年
度
は
年
度
初
め
か

ら
補
助
金
申
請
、
相
談
件
数

も
昨
年
度
よ
り
増
え
、
増
加

を
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
７

年
度
目
標
件
数
の
１
１
０
件

は
達
成
で
き
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
。

芦谷 英夫

川神 裕司

 産業と技術革新の基盤をつくろう

日本遺産を生かし 観光振興につなげよ

未来に向けた林業振興を目指せ!

Q
外
ノ
浦
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
観
光
客
は
ど
う
増

え
た
の
か
。

A
北
前
船
寄
港
地
「
外
ノ
浦
」

を
展
示
し
て
い
る
浜
田
城
資

料
館
の
入
館
者
数
は
、
令
和

５
年
度
は
令
和
元
年
度
に
比

べ
約
48
％
増
え
４
，７
９
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

Q
日
本
遺
産
を
ど
う
生
か
し
、

観
光
振
興
を
進
め
る
の
か
。

A
市
は
石
見
神
楽
、
食
、
温

泉
を
軸
に
観
光
振
興
を
進
め

て
お
り
北
前
船
寄
港
地
「
外

ノ
浦
」を
含
め
た
観
光
コ
ー
ス

と
し
観
光
客
が
増
加
す
る
よ

う
努
め
た
い
。

Q
石
見
神
楽
振
興
と
広
域
連

携
の
進
め
方
は
。

A
県
観
光
連
盟
と
連
携
し
、

石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た
ま

ち
と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
誘
客
に
つ
な
げ
、
広
域

９
市
町
の
取
組
を
浜
田
市
が

し
っ
か
り
リ
ー
ド
し
た
い
。

Q
「
弥
栄
笠
松
市
民
の
森
」を

実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
設

定
し
、
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
学
ん
だ
体
験
を
生
か

し
、
多
角
的
な
森
林
戦
略
を

若
者
に
指
導
す
る
、「（
仮
称
）

林
業
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」設
置
に
取
組
む
考
え

は
な
い
か
。

A
提
案
の
施
設
設
置
に
当
た

っ
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
確
保
、

投
資
効
果
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
農
林
大
学
校
な
ど
の

意
見
も
聞
き
研
究
し
た
い
。

Q
浜
田
産
材
の
公
共
施
設
へ

の
使
用
方
針
は
。

A
「
木
材
利
用
促
進
基
本
方

針
」に
基
づ
き
利
用
推
進
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
課
題
も

あ
り
、
建
設
業
界
、
木
材
業

界
と
の
意
見
交
換
も
進
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
学
校
規
模
適
正
化

・
障
が
い
者
に
寄
り
添
う
施

策
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村木 勝也

田畑 敬二

 住み続けられるまちづくりを

市民への火災情報の必要性

まちづくり総合交付金の効果は？

Q
消
防
団
に
お
け
る
火
災
出

動
指
令
が
防
災
行
政
無
線
か

ら
メ
ー
ル
通
知
に
変
わ
り
、

消
防
団
員
以
外
の
方
な
ど
に

火
災
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。
火
災
通
知
内

容
を
浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

ア
プ
リ
で
通
知
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

A
火
災
発
生
の
情
報
は
重
要

な
情
報
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
情
報
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
考
え

る
。
火
災
の
中
で
も
、
特
に

市
民
に
直
接
被
害
が
及
ぶ
危

険
性
が
高
い
建
物
火
災
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
ら
せ
る
方
法
を
考
え
て
い

く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
消
防
団
員
へ
の
情
報
共
有

の
方
法

・
消
防
団
事
務
を
市
長
部
局

で
担
う
こ
と
の
提
案

Q
交
付
金
制
度
が
開
始
さ
れ

て
十
数
年
に
な
る
が
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
？

A
交
付
金
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
か
ら
開
始
し
、
今
年
で

14
年
目
に
な
る
。
平
成
28
年

か
ら
は
課
題
解
決
特
別
事
業

を
別
枠
で
創
設
し
、
令
和
３

年
か
ら
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
算
定
と
な
る
よ
う
高

齢
化
加
算
や
年
少
加
算
を
設

け
活
動
の
支
援
を
し
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
自
発
的
か
つ

自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
一
定
の
成
果
は
達
成

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
に
自
主
防
災
組
織
設
立

の
義
務
付
け
の
考
え
は
？

A
各
地
域
で
活
動
し
や
す
い

枠
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
組

織
設
立
を
義
務
付
け
る
の
で

は
な
く
、
実
情
に
あ
っ
た
エ

リ
ア
の
自
主
防
災
組
織
が
重

要
で
あ
る
。

川上 幾雄

牛尾 昭

つくる責任 つかう責任

普通財産（建物）貸付はどうなっている

どうなるの？ゆうひパークのプロポーザル審査

Q
普
通
財
産
（
建
物
）の
貸
付

状
況
は
？

A
市
有
財
産
利
活
用
方
針
に

基
づ
き
有
休
財
産
の
利
活
用

を
目
的
に
貸
し
付
け
て
お
り
、

普
通
財
産
の
貸
付
状
況
は
現

在
２
８
４
件
で
あ
る
。

Q
普
通
財
産
の
削
減
計
画

は
？

A
削
減
計
画
は
策
定
し
て
い

な
い
が
、
市
有
財
産
売
却
計

画
を
策
定
し
毎
年
ロ
ー
リ
ン

グ
し
て
い
る
。
ま
た
、
貸
し

付
け
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
売
却
や
譲
渡
の
可
能
性

を
探
り
可
能
で
あ
れ
ば
処
分

を
進
め
て
い
く
。

Q
貸
し
付
け
に
は
財
産
の
現

状
（
耐
用
年
数
、
耐
震
性
）を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A
現
在
は
明
確
で
な
い
の
で
、

不
適
合
責
任
が
発
生
し
な
い

よ
う
今
後
契
約
更
新
で
は
明

確
に
し
て
い
く
。

Q
税
金
投
入
で
取
得
し
た
ゆ

う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
の
入
札
は

地
元
貢
献
を
加
味
し
て
は
。

A
配
点
割
合
を
高
め
全
体
の

３
割
に
し
た
。

Q
契
約
解
除
条
項
は
。

A
貸
付
条
件
に
解
除
条
項
を

盛
り
込
む
。

Q
 20
年
後
も
説
明
責
任
が
持

て
る
か
ど
う
か
は
。

A
そ
う
求
め
て
い
く
。

Q
収
益
還
元
の
条
件
は
。

A
産
業
建
設
委
員
会
の
提
案

を
受
け
収
益
還
元
を
条
件
と

し
た
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
小
規
模
農
家
の
来
年
度
の

支
援
策

・
中
規
模
農
家
の
支
援
策

・
美
川
小
学
校
避
難
路
問
題

・
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引

き
下
げ
問
題
を
過
疎
地
域

市
長
会
の
会
長
と
し
て
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
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西田 清久

パートナーシップで目標を達成しよう

石見神楽とツーリズムによる地域振興を！
Q
石
見
神
楽
は
近
年
、
大
都

市
各
地
で
公
演
さ
れ
、
来
年

の
大
阪
万
博
に
も
予
定
。
今

後
の
県
外
、
都
市
部
か
ら
の

誘
客
具
体
策
は
？

A
令
和
５
年
度
に
石
見
神
楽

面
・
衣
裳
な
ど
の
工
房
を
巡

り
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を

造
成
し
た
。
今
後
は
旅
行
会

社
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、
販

売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
販
路

開
拓
費
用
な
ど
を
支
援
す
る
。

Q
各
地
域
の
奉
納
神
楽
と
宿

泊
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
本
物
の
神

楽
文
化
を
体
験
す
れ
ば
、
フ

ァ
ン
も
増
え
、
滞
在
型
観
光

の
推
進
、
地
域
経
済
、
神
楽

団
体
の
維
持
（
御
花
）に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

A
奉
納
神
楽
の
鑑
賞
は
人
を

呼
び
込
む
有
効
な
手
段
で
地

域
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
る
。
浜
田
市
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
の
取
組
に
必

要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

10月20日（日）に、第４回はまだ市民一日議会を開催しました。多数の方にご
参加いただきありがとうございました。多世代にわたる発言者一人一人が多様
な視点で考える問題点や課題解決について提案するなど、多くの貴重なご意見
を伺いました。
皆さまから伺ったご意見を基に、さらなる議会活動の充実につなげてまいります。
また、詳細については次号の議会だよりVol.76に掲載予定です。

はまだ市民一日議会を開催しました

小川 稔宏

大谷 学

陸の豊かさも守ろう

有機農業を推奨し学校給食への公共調達を！

全国オーガニック給食協議会への加入を

Q
千
葉
県
い
す
み
市
は
「
食

の
安
全
・
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
成
長
に
貢
献
す
る
＝
有

機
農
業
の
共
有
的
価
値
」を
大

切
に
し
て
、
学
校
給
食
を
有

機
米
の
販
路
と
し
た
。
有
機

給
食
は
地
域
へ
の
愛
着
、
地

産
地
消
、
食
育
、
農
家
の
生

産
意
欲
と
収
益
性
の
向
上
な

ど
多
く
の
効
果
が
あ
り
、
移

住
定
住
も
期
待
で
き
る
。「
浜

田
市
は
子
ど
も
た
ち
を
大
切

に
す
る
街
」を
示
せ
る
の
で
は
。

A
推
進
す
る
に
は
安
定
し
て

買
い
上
げ
る
仕
組
み
が
重
要

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
有

機
農
業
へ
の
理
解
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
。
恒
常
的
な
財

源
確
保
も
課
題
だ
が
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し

て
い
る
浜
田
市
と
し
て
取
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
訪
問
介
護
の
現
状
と
課
題

・
移
動
販
売
な
ど

Q
浜
田
市
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
て
有
機

農
業
を
推
進
中
で
あ
る
。
有

機
米
を
給
食
に
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
有
機
米
の
生
産

量
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
学

校
給
食
有
機
米
１
０
０
％
を

千
葉
県
い
す
み
市
が
実
現
し
、

協
議
会
を
発
足
し
出
雲
市
や

江
津
市
も
加
入
し
て
い
る
。

協
議
会
に
加
入
し
て
先
進
事

例
を
学
ぶ
有
機
農
業
の
振
興

に
努
め
て
は
？

A
農
家
の
生
産
意
欲
や
販
路

の
安
定
化
な
ど
波
及
効
果
の

大
き
さ
は
認
識
し
て
い
る
の

で
加
入
は
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
学
校
に
お
け
る
研
究
と
修

養
の
機
会
の
確
保
、
長
期

休
業
中
の
業
務

・
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
お

け
る
石
見
神
楽
の
位
置
付

け
、
戦
争
遺
産
お
よ
び
そ
の

関
連
物
の
扱
い
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浜田市議会「石見神楽振興議員連盟」活動最前線!

子どもの権利を守る
条例制定について
市長へ要望

石見神楽振興議員連盟（以下、神楽議連）は「石見
神楽」を守り、世界へ発信するよう活動を支援する

取組を行っています。その活動方針としてのひとつである「神楽
団体の運営支援」に関しては関連予算の充実に神楽議連からも強
く要望を行い一定の成果があったと思います。
また石見神楽蛇胴が浜田市文化財指定されたように、「石見神楽産
業の浜田市文化財指定の実現」をさらに加速させるよう神楽議連として後押しをしていくつもりです。
さて現在、神楽議連が特に関心を持ち、市長ならびに担当部と議論しているのが「石見神楽伝承内容検討専門
委員会」の会議の進め方や会議結果に対してです。先日、専門検討委員会の中間総括意見を受けて、市長、教
育長、伝承室長などと神楽議連のすべての議員との活発な意見交換会を開催しました。その際、全議員から、
未来に向け石見神楽をどう伝承すべきかの意見が出されましたので、その一部を紹介します。
○今まで行政、民間がバラバラに神楽振興に取組んでいる感じがあるので、専門委員会で出された新たな団体（中

間支援組織）は有効ではないか。
○「石見神楽を創り出したまち浜田」として、駅前に神楽時計や石像はあるが、石見神楽を感じさせるまちの

雰囲気づくりや演出が不十分。また神楽関連のお土産の開発にも本腰を入れて取組むべきではないか。
○観光振興策のひとつとして「夜明け神楽」の推進に力を注ぐべきではないか。
○各地域の神社などの奉納神楽の情報を積極的に発信。また各社中の伝承のみならず奏楽もきちんと伝承する

取組を行ってほしい。
引き続き、神楽議連としても石見神楽の未来への伝承と観光戦略への取組支援をしっかり行っていきたいと思
います。
構成員：川神（会長）、西田（副会長）、布施（事務局長）、その他全議員

浜田市こどもの権利を考える議員連盟（以下、こども議連）では、
このたび、要望書をまとめ９月18日に市長へ提出しました。当日は市民団体「広げよう子どもの権利条例
-hamada-」の方々も一緒に伺い、市長へそれぞれの思いを伝えるとともに意見交換を行いました。
こども議連からの要望内容は以下の通りです。
①環境整備の推進（子どもの意見を聞く場の保障、子どもの権利について理解する場の保障、「子どもアドボ

ケイト」の養成）＊子どもアドボカシーとは、子どもが意見や考えを表明できるようにサポートすること。そ
れを実践する人を「アドボケイト」という。

②子どもの権利に関する条例の制定
③庁内推進体制の強化
市長からは「大事なこと」であり、まずは職員による勉強会を重ねるとあり
ました。リーダーシップに期待したいと思います。私たちこども議連も浜田
の全ての子どもたちが健やかに自分らしく成長するための約束としての条例
制定をはじめ、環境整備に対する理解を議会全体にも求めていきます。
構成員：三浦（会長）、村武（事務局長）、牛尾、小川、柳楽、村木、肥後

はまだ議会
ニ ュ ース
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―
―
取
組
の
現
状
は
？

岩
谷　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
集
ま
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
「
農

地
の
荒
廃
」
や
「
地
域
の
高

齢
化
」「
生
活
環
境
の
悪
化
」

第15回

―
―
地
域
全
体
の
活
性
化
を

す
る
目
的
で
立
ち
上
げ
ら
れ

た
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」
と
は
ど

ん
な
組
織
で
す
か
？

岩
谷　
地
方
創
生
の
一
環
と

し
て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
著
し
い
地
域
で
も
必
要
な

生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持

確
保
で
き
る
よ
う
地
域
住
民

自
ら
に
よ
る
主
体
的
な
「
小

さ
な
拠
点
」
づ
く
り
を
支
援

す
る
目
的
で
生
ま
れ
た
「
Ｒ

Ｍ
Ｏ
」の
取
組
に
農
業
を
核

と
し
た
経
済
活
動
が
加
わ
り
、

地
域
住
民
、
自
治
会
、
各
種

団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

「
地
域
運
営
」に
取
組
む
組
織

の
こ
と
で
す
。

坂
根　
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
農
村
地
域
運
営
組

織
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」の
イ
メ
ー

ジ
は
、
こ
れ
ま
で
の
安
否
確

認
や
見
守
り
、
困
り
事
解
消

つ
を
柱
に
補
助
金
を
効
果
的

に 

利
用
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

岩
谷　
こ
の
ま
ま
で
は
、
中

山
間
地
域
の
農
地
や
農
業
、

地
域
住
民
の
生
活
と
い
っ
た

「
農
村
集
約
機
能
」
の
衰
退

が
、
ま
す
ま
す
進
行
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
和

田
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
と
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
一
体
と
な
り
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
形
成
し
ま
し
た
。

坂
根　
令
和
４
年
度
国
庫
事

業
と
し
て
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
モ

デ
ル
形
成
支
援
事
業
」
が
創

設
さ
れ
、
令
和
６
年
度
ま
で

和
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
農

地
保
全
を
加
え
、
農
家
、
非

農
家
が
一
体
と
な
っ
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評

価
さ
れ
国
の
モ
デ
ル
運
営
組

織
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

な
ど
の
「
生
活
支
援
」、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
存
続
や
農
産

物
直
売
所
の
活
用
、
石
見
神

楽
継
承
な
ど
の
「
地
域
資
源

活
用
」、
そ
し
て
新
た
に
、
草

刈
り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や

水
田
の
再
基
盤
整
備
な
ど
の

「
農
用
地
保
全
活
動
（
以
下
、

農
地
保
全
）」
が
加
わ
り
、
三

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」
が
地
域
を
変
え
る
！

～
地
域
を
上
げ
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
継
続
へ
～

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」地
域
運
営
組
織
実
施
本
部
長　

岩
谷
　
欣
吾 

さ
ん

　

 

地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

坂
根
　
国
博 

さ
ん

「
和
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長　

服
部
　
宣
久 

さ
ん

第15回目の市民対談として、令和４年７月にスタート
した複数の集落機能を補完して、農用地保全活動や農業
を核とした経済活動と併せて、生活支援など地域コミュ
ニティの維持に資する取組を行う組織である「農村ＲＭ
Ｏ」のモデル形成支援事業について３人の方からお話を
伺いました。　（インタビュー：上野　茂・川上　幾雄）

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉
鎖

危
機
を
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
あ
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―
―
制
度
終
了
後
が
大
事
と

思
い
ま
す
が
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
は
？

岩
谷　

ま
ち
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
代
わ
り
に
Ｒ
Ｍ

Ｏ
専
属
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
残
り
１
年
半
「
空
き

家
バ
ン
ク
」
登
録
支
援
や
お

試
し
定
住
試
験
実
施
な
ど
の

活
用
な
ど
連
携
し
て
取
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
根　
こ
れ
か
ら
が
大
事
で

い
つ
ま
で
も
我
々
が
メ
イ
ン

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
住

民
が
ど
う
感
じ
て
い
る
か
一

緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
素
晴
ら
し
い
活
動
を
議

会
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
求

め
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

岩
谷　
４
月
に
農
地
保
全
と

し
て
ニ
ン
ニ
ク
作
付
け
農
家

を
募
り
法
人
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
視
察
に
行
っ
た
青
森

県
で
は
、
長
期
保
存
用
の
施

設
な
ど
ま
ち
主
体
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

坂
根　
行
政
も
議
会
も
伴
走

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

服
部　
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
平
素

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
ど
う

つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
今
後

事
務
局
と
し
て
伴
走
し
連
携

し
た
取
組
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
ど
多
く
の
課
題
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。　

坂
根　
新
た
な
風
を
期
待
し

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
の
結
成
や
、
農
地

保
全
部
会
の
創
設
、
地
域
内

唯
一
の
和
田
給
油
所
継
続
へ

運
営
支
援
の
会
を
設
立
し
、

令
和
４
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

―
―
現
状
に
対
す
る
住
民
の

反
応
は
？

岩
谷　
和
田
の
未
来
を
考
え

よ
う
。
そ
う
し
た
講
演
を
通

じ
て
話
を
聞
い
て
も
ら
い
受

託
者
を
探
し
、
手
を
挙
げ
る

人
が
い
れ
ば
ど
ん
な
支
援
で

も
す
る
。
耕
作
放
棄
地
防
止

対
策
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
を
受
け
に
く
い
「
エ
ゴ
マ
」

の
栽
培
を
自
己
保
全
の
地
に

有
志
で
行
い
業
者
に
買
い

取
っ
て
も
ら
う
支
援
も
し
て

き
ま
し
た
。

坂
根　
新
た
な
風
を
期
待
し

若
者
の
構
成
員
で
「
農
村
Ｒ

Ｍ
Ｏ
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」を

結
成
し
、
旭
支
所
や
農
林
振

興
課
の
職
員
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
毎
月
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

左：岩谷 欣吾（いわたに きんご）さん
「農村ＲＭＯ」地域運営組織実施本部長　
令和３年度までまちづくり推進委員会会長

中：服部 宣久（はっとり のぶひさ）さん
和田まちづくりセンター長　

右：坂根　国博（さかね くにひろ）さん
地域アドバイザー　
まちづくり推進委員会副会長

こ
ん
な

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」
を
目
指
し
て
‼
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７月22日に、「浜田の建設業が抱える問題点」と題して市内建設業を代表される協会関係者（６人）の方々
と意見交換を行い、聞き取った問題点は委員会活動（個人一般質問、委員会代表質問）で取り上げ、解決
策を模索することとしました。９月定例会議では３人が個人一般質問で取り上げ、12月定例会議では委員
会代表質問を行うべく各地域を委員が鋭意調査中です。
委員会では、施策に問題解決策が示されることを継続的に求めてまいります。
要望・意見など（一部）
・落石が道路に放置されている、災害防除の実施（落石防護柵設置など）が必要ではないか
・土木は技術継承が重要だが、市は後５年10年先をどのように考えているのか
・地域要望をどのように処理されているのか…　委員会：要望を整理し重要度などを調査すると返答

レポート
総務文教委員会

産業建設委員会

福祉環境委員会
地域交通の現状をヒアリング

建設業関係者との意見交換会

持続可能な浜田をテーマに視察
地域交通を守るためにはどうすれば良いのか調査
研究をしています。その中で「あいのりタクシー」
について、各まちづくりセンターでお話を伺い、
課題を整理しています。
あいのりタクシーは、利用の目的、行き先、運行
の日時などその地域で決め、15のまちづくりセン
ターが事務局となって、週１～３便を運行してい
ます。
出された課題は、２人以上の乗車とならない場合
がある、通院・買い物・他の用務など調整が難しい、
地域外への運行など他地域との連携が必要、など
です。
今後これらを整理し、地域の要望に応えるよう、
生活路線バス、乗合タクシーとの調整を図ること
も含め、提言をまとめていきます。

持続可能な地域づくりの先進事例を学ぶために、
４カ所の行政視察を実施しました。福岡県では、
官民連携によるソーシャルインパクトボンド（Ｓ
ＩＢ）を用いた効率的な行政サービスと、高齢
者のスキルを生かす「Ｒｏｒｅｎ」では、高齢
者の持続的な社会参加の手法を学びました。鹿
児島県では、日置市の生ごみリサイクルと曽於
郡大崎町の資源リサイクルについて視察。両市
町の取組は、市民との協働による継続的な環境
保護と資源の循環利用を実現しており、浜田市
のオーガニックビレッジ宣言を具現化する上で
貴重な知見を得ました。持続可能な行政サービ
スの提供、福祉の充実、環境保護の推進など、
得られた知見を基に、持続可能な地域社会の実
現を目指します。
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令和７年10月に改選期を迎えることから、議員定数について当委員会で検討しました。令和３年に見直しを行
い24人から22人に変更し、議会や議員の活動が分かりにくいとの意見を真摯に受け止め、地域井戸端会や各
委員会でも積極的に意見交換会を開催するなど、広報広聴機能の充実に努めるとともに、議会力の向上を目
指して議会改革にも積極的に取組んできました。地域課題や市民が抱える課題は多様化・複雑化する中で、
民意の反映や多角的な視点で行政事務の監視機能等を果たし、通年会期制導入以降、活発化している現議会
活動を維持・発展させるため、議会運営委員会としては議員定数は現在の22人とすることに決定しました。
なお、人口減少が進む中、デジタルの活用などで住民意見の反映も可能なことから、定数を19人とする意
見もあったところです。

委員会活動
議会広報広聴委員会

議会運営委員会

議会改革推進特別委員会
情報の伝え方を学ぶ

次期改選時の議員定数を議論

事務事業評価を試行
広報機能の強化として若者へ情報を届ける
新たな取組を検討しています。
そこで、効果的な情報発信の手法について
学び今後の委員会活動に生かしていくこと
を目的として、７月30日に若者への情報発
信について詳しい株式会社ＰＯＴＥＴＯ  Ｍ
ｅｄｉａ  ＣＥＯ 古井 康介氏を講師として、

「Ｚ世代にも届く！デジタルを活用した広報・
広聴」と題してオンライン研修を実施しま
した。
この研修で、現在行っている議会だより、
ウェブ版のはまだ議会だよりｍｉｎｉ、Ｙｏ
ｕＴｕｂｅ、ホームページなど浜田市議会
が実施している広報活動にグラフィックな
どを活用して、「何」を「誰」に伝えるのか、
戦略の必要性を痛感しました。

議会による事務事業評価制度の導入を検討しています。
検討を始めた経緯は令和６年１月に実施した徳島県の
小松島市議会と那賀町議会への行政視察です。小松島
市議会は36の事業を、那賀町議会は16の事業を事務
事業評価の対象として選定しています。
委員会での協議を重ねる中で「机上の空論になっては
いけないので試行的にやってみよう」との意見でまと
まり、令和６年９月の令和５年度決算審査の際に事務
事業評価を試行で実施しました。対象事業は３常任委
員会から１事業ずつ選定し、以下の３事業としました。
・見守り移動販売支援事業（総務文教委員会）
・医師確保対策事業（福祉環境委員会）
・担い手等育成支援事業（産業建設委員会）
今回の試行結果を踏まえ、対象とする事業数や実施
の流れ、評価意見の取り扱いなどを熟議し、検討結果
報告にまとめていきます。
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編集委員★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
当
た
り

　
43
・
53
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

委 

員 

長　
村
武
ま
ゆ
み

副
委
員
長　
村
木　
勝
也

委　
　
員　
肥
後　
孝
俊

　
　
　
　
　
大
谷　
　
学

　
　
　
　
　
三
浦　
大
紀

　
　
　
　
　
沖
田　
真
治

　
　
　
　
　
川
上　
幾
雄

　
　
　
　
　
上
野　
　
茂

　
　
　
　
　
西
田　
清
久

　
　
　
　
　
川
神　
裕
司

あ
と
が
き

10月１日の32号はご覧いただけましたでしょ
うか。ｍiｎiは浜田市議会ホームページにウェブ
版として掲載していますのでぜひご覧ください。
次号は12月１日に発行予定です。

はまだ議会だより

miniも
見てね

・12月２日㈪　開会
・12月３日㈫～ 12月６日㈮　一般質問
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。

12月
定例会議の

予定

次号（Vol.76）は
令和７年２月１日発行予定です。

表紙に
ついて

パリ2024オリンピック・パラリンピックが閉会しました。選手たちがお互いにたたえ合
う姿は清々しいですね。今回の表紙は、大会に併せてフランスの児童が描いた作品です。
カラフルな色合いから大会の盛り上がりがよみがえります。同作品も出展されるアンデパ
ンダン展が令和７年１月18日から３月２日まで浜田市世界こども美術館にて開催されます。
ぜひお出掛けください。

「
暑
い
季
節
」か
ら
「
極
暑
の
季
節
」

に
変
化
し
た
夏
を
過
ぎ
、「
温
か

い
冬
」
ま
た
は
「
極
寒
の
冬
」
に

な
る
か
い
ま
だ
不
明
で
す
が
、
新

た
な
季
節
を
迎
え
る
前
に
、
極
暑

で
崩
れ
た
体
調
を
整
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

世
界
的
に
は
長
引
く
国
際
紛
争
と

自
然
環
境
変
化
。
国
内
で
は
、
新

た
な
国
の
代
表
を
選
出
す
る
な
ど
、

国
内
外
で
の
変
化
が
良
い
方
向
に

向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
今
日

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
変
化
す

る
環
境
の
中
で
私
た
ち
は
そ
れ
に

対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
市
議
会
も
、
多
様
な
変
化

を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
対
応
し
た
い
も

の
で
す
。　

 

（
記　
川
上　
幾
雄
）

議長の笹田です。
今回は９月定例会議で行われた決算認定についてお話しします。決算認定とは、議会
が一会計年度の歳入歳出予算の執行実績である決算について、内容を審査した上で、
収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうかを確認することを言います。予算審

議により予算を確定させたのは議会です。その責任と権限に基づいて、予算がその後どのように執行され成果
を上げたかを検証・確認し、次年度の予算編成や事業執行に役立ててもらうのがねらいです。浜田市議会では、
議長を除く全議員で構成されている予算決算委員会で決算認定の審査が行われます。決算審査における着眼点
として、予算が適正に合理的に執行されているか、事業計画はうまく進んでいるか、議会の意思は尊重されたか、
住民福祉の成果はどうか、最少の経費で最大の効果を挙げているか、財政運営の健全化は保たれているかなど
を意識して審査を行う必要があります。
今回の決算認定の審査では、253件の発言通告があり４日間で審査を行いました。認定議案10件全てが認定と
なりましたが、令和５年度浜田市一般会計歳入歳出決算認定については、附帯決議が可決されました。概要は
本紙の４ページに掲載しています。
令和７年度の予算については、議会の意見も尊重して、提案されることを期待します。

議長からのメッセージ

コチラ


